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　　　　　　　　　綱引き南北対抗
　平成7年度の町民体育祭が、10月10日（幻体育の日に運動公園で町民多数の参

加を得て盛大に行われました。

　写真は、綱引き南北対抗の様子です。どちらの子どもたちもカー杯がんばり

最後まで熱戦がくりひろげられました。



　
近
年
￥
国
民
の
生
活
水
準
向
上
に
伴

っ
て
日
常
の
消
費
生
活
で
使
わ
れ
る
様

々
な
消
費
財
や
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
が
￥

質
・
量
と
も
に
豊
富
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
一
万
で
は
￥
消
費
者
の
一
人

ひ
と
り
が
苗
日
の
生
活
に
必
要
な
商
品

を
買
っ
た
り
使
用
し
た
り
す
る
と
き
に
￥

不
便
や
不
ム
ロ
理
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
￥
契
約
形
態
や
販
売
万
法
に
つ

い
て
も
、
従
来
か
ら
の
現
金
取
引
￥
店

舗
販
売
に
加
え
、
割
賦
販
売
や
訪
問
販

売
な
ど
が
増
加
し
て
お
り
￥
そ
の
形
態

も
複
雑
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

　
製
造
物
責
任
（
P
L
）
法

人
の
生
命
、

身
体
、
財
産
に
損
害
を
被
っ
た
こ
と
を

証
明
す
れ
ば
、
製
造
業
者
な
ど
に
対
し

て
損
害
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

法
律
で
す
。

　
こ
の
法
律
は
、
平
成
七
年
七
月
一
日

か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

製
造
物
責
任
法
で
こ
う
変
わ
る

製晶事故
　　　　　7月1日
　　　　　　から

　　製造物責任法

欠願任鯛失難

　　従来

　　民法709条
不法行為責任　過失責任

　製品事故の原因として、製造業者などの　製品事故の原因として、その製品が通常
落ち度、不注意（＝過失が存在したこと）　有すべき安全性を欠いていたこと（＝欠陥

を被害者が証明する。　　　　　　　　　　が存在していたこζ）を被害者が証明する

欠陥とは

・設齢上の爽陥……設翫・構造上の欠陥
・製造上の欠陥一…設計、仕様どおりに造られなかったことによる欠陥
・衰承、警告上の父陥…一事故防止のための適甥な注意、讐告表示がなかったこと‘こ

　　　　　　　　　　　よる欠陥

製
造
物
責
任
法
の

　
　
　
　
対
象
に
な
る
の
は

　
P
L
法
の
対
象
に
な
る
の
は
、
製
造

物
の
欠
陥
に
よ
っ
て
生
命
、
身
体
、
財

一

産
に
被
害
が
及
ん
だ
と
き
で
、
単
に
製

品
が
こ
わ
れ
た
だ
け
で
は
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。
製
造
物
と
は
、
製
造
ま
た
は
加

工
さ
れ
た
物
で
す
。

　
製
造
物
と
そ
う
で
な
い
も
の
を
例
示

す
る
と
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
悪
な

轍
鷺
轟
藷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
搬

　　　命姶劉

　　　韓鵜

　　　　犠φ黎瀦

※クリーニング、理美容、修理など
　製造物ではありません。

製
造
物
責
任
法
は

　
　
　
　
　
　
い
つ
か
ら
有
効

　
製
造
物
責
任
法
は
平
成
七
年
七
月
一

日
か
ら
施
行
な
の
で
、
こ
の
日
以
降
に

引
き
渡
さ
れ
た
（
流
通
に
置
か
れ
た
）

製
造
物
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

P
L
法
で
事
業
者
が

　
　
　
　
責
任
を
負
う
期
間

○
損
害
及
び
加
害
者
を
知
っ
た
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
三
年

○
製
造
物
が
引
き
渡
さ
れ
た
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
十
年

●

正
し
く
安
全
に
使
う
た
め
に

表
示
や
マ
ー
ク
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

購
・
◎
撫
羅
瀞

緒
．
δ
州
6
碗
む
膿

紛
翻
、
麟
鋭
4

↑
翻
踊

詫
翻

マ
た
　
　

纂
轍
　
　
、
”
．
葡
蕪
∂

虻
鞭
罰

鷲
醐
魍
禽
謙
蘇
∞
｛
画

い
ツ

ー
孔
　
メ

製
訊
。

規
な
甥

駆
盆

譲
藷

締
示
籠

咽
鵠
舘

、
示
麗
醐

難
麟

緊
・
籍

驚
繍
難

事
ω
幣
↑

　
も
し
事
故
が
起
き
た
ら

　製品

の
欠
陥
を
証
明
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
そ
の
現
場

の
写
真
を
撮
り
、
事
故
を
起
こ
し
た
製

品
を
保
存
し
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

絵衰示 タ　イ　ト　ル　及　ぴ意味

蛮
タイトル：一般
意味：特定しない一般的な注意、警告、危険

　　の通告に用いる

巫
タイトル：発火注意
意味：特定の条件に於いて、発火の可能性を注
　　意する通告に用いる

幽
タイトル：破裂注意
意味：特定の条件に於いて、破裂の可能性を注
　　意する通告に用いる

△
タイトル：感電注意
意味：特定の条件に於いて、感電の可能性を注
　　意する通告に用いる

（2）
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0
噛

苦
情

相
談
の
窓
口
を
活
用
し

ε
ま●

　
消
費
者
に
提
供
さ
れ
る
商
品
は
、
年
々
質
も
量
も
増
え
、

国
民
生
活
は
向
上
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
伴
っ

て
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
消
費
者
の
不
満
も
あ
ら
わ

れ
て
い
ま
す
。
苦
情
の
中
に
は
、
原
因
が
消
費
者
側
に
あ
る

も
の
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
事
業
者
が
供
給
す
る
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
に
原
因
が
あ
る
も
の
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
通
商
産
業
省
で
は
．
消
費
者
相
談
等
を
受
付

け
る
と
と
も
に
￥
そ
の
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
経
済
課
の
消
費
生
活
担
当
者
が
、
相
談
窓
口
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

一熊谷消費生活センター一
上至高崎

蓉　』琶レ2階
ボ

隻．□ll□睡膿

糊□目□1［

　　
．筆．m晃［r

　　〒360熊谷市鎌倉町85鎌倉ビル2階

　　　雪（0485）24－0999

一春日部消費生活センター一

至伊勢崎　　　　　審日細R　　　　　　至北千住

ヨ膣鵬
　一n∩口一
〒344春日部市中央1－5H春日部大栄ビル4階

　　　費　（048）　734－0999

一大宮消費生活センター

至浦和　　　　　大宮駅　　　　　　至熊谷

嘱計滋L
　南銀座通り

・璽1［二二
　　　　　　　　　中山道

一　「『一一一
〒330大宮市大門町1－74－1ムサシビル7階

　　　22　（048）　643－0999

一川越消費生活センター一

誌葬・翫登1

〒35D川越市新富町H8－6戸田ビル3階

　　　22　（0492）　24－0999

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は

　
一
定
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
消
費
者
が

業
者
と
の
間
で
締
結
し
た
契
約
を
一
方

的
に
解
除
で
き
る
権
利
で
す
。

　
原
則
と
し
て
、
契
約
を
し
た
者
は
お

互
い
に
契
約
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
の
原
則
は
、
契
約
を
し
よ
う

と
す
る
者
が
お
互
い
に
契
約
に
つ
い
て

平
等
の
知
識
を
持
ち
、
か
つ
、
自
由
意

思
に
基
づ
い
て
、
納
得
の
う
え
で
契
約

を
し
た
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
契
約
自
由
平
等
の
原
則
は

い
か
な
る
場
合
も
守
ら
れ
て
い
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
消
費
者
が
突
然
訪
問
し

て
き
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
ら
巧
妙
な
勧

誘
に
引
き
込
ま
れ
た
り
、
契
約
の
即
断

を
迫
ら
れ
て
よ
く
考
え
る
こ
と
も
で
き

ず
に
契
約
を
し
た
後
に
、
納
得
の
い
か

な
い
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
る
場
合

　
契
約
を
守
る
の
が
原
則
で
す
か
ら
、

一
方
的
に
契
約
を
解
除
し
た
り
、
申
し

込
み
の
撒
回
が
で
き
る
の
は
、
特
別
の

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
①
法

律
に
規
定
が
あ
る
場
合
、
②
業
者
が
自

主
的
に
規
定
し
て
い
る
場
合
、
③
業
者

が
個
別
的
に
契
約
内
容
に
取
り
入
れ
て

い
る
場
合
で
す
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
、
書
面
に
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る

の
で
よ
く
読
む
こ
と
で
す
。

●
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
注
意
事
項

　
法
律
に
規
定
の
あ
る
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
に
つ
い
て
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、

契
約
の
申
し
込
み
や
契
約
を
締
結
し
た

場
所
が
店
以
外
に
限
ら
れ
て
い
る
も
の

と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
、
ク

ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
の
起
算
日
が
海

外
先
物
取
引
に
つ
い
て
は
契
約
締
結
日

の
翌
日
か
ら
、
そ
の
ほ
か
は
契
約
書
面

を
交
付
さ
れ
た
日
か
ら
か
ぞ
え
ま
す
。

悪
質
商
法
に
こ
注
意

　
家
庭
や
職
場
に
、
あ
る
日
突
然
電
話

が
か
か
っ
て
き
て
、
資
格
の
取
得
や
講

座
の
受
講
を
勧
め
た
り
、
安
易
に
利
益

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
と
巧
み
な

勧
誘
に
よ
っ
て
う
っ
か
り
契
約
を
し
て

し
ま
い
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
ケ

ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
電
話
に
よ
る
勧
誘
で
は
、
あ
い
ま
い

な
返
事
は
禁
物
で
す
。
不
要
な
も
の
は
、

は
っ
き
り
断
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
若
者
が
多
く
被
害
に
あ
っ
て

い
る
の
が
呼
び
出
さ
れ
て
、
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
る
販
売
方

法
で
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
と

い
い
ま
す
。
販
売
目
的
を
隠
し
て
呼
び

出
し
、
全
く
説
明
を
受
け
な
か
っ
た
商

品
な
ど
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う

も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
被
害
相
談
の

件
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

商就 内 イホ 見 点 福 藩開 ンア ルキ 商S プネ 士ε資
　ら

利　殖 蕎　法 ◆

法職

　（

職
商

l　I

商ム
本
工

検
商

祉
商

法運

　（

卜求
牽イ

ス　ヤ

　ツ
法F

　（

シガ
ヨテ い格

高 い現 ね 法会 商先 原 がママ
名

求 法 法パ 事・ 法 法 霊 1ン チ 催 ンイ 商 商物 ず 黄 法物 野 いルル
人 書 商 感 ルト セ 眠 ブ 法ま み 権 取 商 商チチ 称
） テ 法 ） スメ 嚢 ） オ 法　　法 が 講 講 引 法 法ま・

デ 機ド指宛 な シデベ 羽 ノ、 印 ト英 化 羽 仏 私士建 金 金 ラリ 砂商海 山 ふ浄
モ　イ 械グ導名 ぺ スィラ 毛 ン 鑑 、△質 粧 毛 具 的等築

、

銭 プゾ 糖品外 林 ろ水
デス ’ラ料書

、

テンン ふ ド
、

パ話
口
口
『

ふ
、

な公士 ダ
、

会1 取市
、

水器
ルポ ワス等き 婦 ムグダ と グ 仏 ソ教 と 神 資的・ イ 有 員卜 生引場 原 浄　’ 主

養1 1・ 人
、　　　　、

ん リ 具 コ材 美 ん 具 格資社 ヤ 価 権ク 糸　’の 野 化羽 な

成ザ プア軍チ 下 サカ
、

ツ
、 ン　、 顔

、 、

取格会 モ 証 ラ 等国大
、

装毛 商

講i ロク手ラ 着 ン　1 消 プ 神 ム
五 工 磁 雑 得取保 ン 券 プ の内豆 土 置ふ

口
口
『

座　’ 等セ・シ
、

ルポ 火
、

具 員 ス 気 誌 の得険 ド 等 ム
吾

商市・ 地 ’と

着 （サく配 浄 I　I 器 募
、

権 テ マ
、

講の労
、

の 貝 品場砂 販 健ん サ

物 講リつり 水 ムト
、

金 占
、 、

ツ ビ 座た務 ゴ 配 権 取の糖 売 康　’ 1
、

習1下等 器
、　　　、

自 い ビ 指 ト デ め士 ル 当
、

引金・ の 食婦 ビ

夕 料等・の ソ外 ア デ 輪 レ オ の　。 フ 組 コ。
石 仲 品人 ス

レ ）のス材 1壁 リ オ
、

ス ソ 講行 ム
π 織 ル 大油 介 下

ン 製テ料 ラサ 駆 ソ 絵 フ 習政 員 フ 豆等 着
卜 作ン・ 1イ 除 フ 画 卜 ’書 権 ク の

、

（3）



鱒
錨
況
留
面
修
レ
鵬
o
卜

第
六
日
目
コ
ス
フ
ォ
ー
F
農
場
視
察

　
午
前
六
時
に
起
床
し
、
朝
食
を
と
り
、

八
時
三
十
分
ホ
テ
ル
を
出
発
す
る
。
今

日
の
視
察
は
ゴ
ス
フ
ォ
ー
ド
の
農
場
で

あ
る
。
シ
ド
ニ
ー
か
ら
八
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
離
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
出
勤
時
刻
と
重
な
っ
た
た
め
、
車
も

大
変
混
ん
で
い
た
が
、
日
本
車
が
多
い

の
に
は
、
び
っ
く
り
し
た
。
聞
く
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
日
本
と
同
じ
右
ハ
ン
ド

ル
、
左
側
通
行
で
、
車
検
な
ど
な
い
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
約
一
時
間
三
十
分
位
、
フ
リ
ー
ウ
ェ

イ
（
料
金
は
無
料
）
を
突
っ
走
り
農
場

に
到
着
し
た
。
途
中
、
い
た
る
と
こ
ろ

で
ユ
ー
カ
リ
の
林
が
燃
え
た
跡
が
目
に

つ
い
た
。

　
訪
問
先
の
農
場
に
着
き
、
主
人
の
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
ペ
ル
ク
氏
（
裸
足
で
の
出

迎
え
に
び
っ
く
り
し
た
）
と
園
芸
研
究

所
の
ビ
ル
・
ト
ゥ
リ
マ
ー
氏
の
説
明
を

受
け
た
。

　
ビ
ル
・
ト
ゥ
リ
マ
ー
氏
の
話
に
よ
る

と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
都
市
部

に
お
い
て
は
、
一
戸
当
た
り
の
耕
地
面

積
は
二
十
五
～
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
収

入
と
し
て
は
、
約
一
千
万
円
位
）
で
あ

る
が
、
内
陸
部
で
は
一
戸
当
た
り
三
百

ヘ
ク
タ
ー
ル
位
が
平
均
的
農
家
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
経
費
が
半
分
以
上
か
か
る

の
で
、
残
る
の
は
五
百
万
円
足
ら
ず
と

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

農
業
は
ど
こ
の
国
で
も
同
じ
で
大
変
だ

な
あ
と
実
感
し
た
。

　
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ペ
ル
ク
さ
ん
の

　
　
経
営
内
容

o
経
営
規
模
　
二
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

o
栽
培
品
目
　
オ
レ
ン
ジ
、
レ
モ
ン
、

●

吉
　
野
　
　
　
廣

嶋
　
田
　
嘉
　
明

　
　
　
　
　
　
ア
ボ
ガ
ド
、
ト
マ
ト
等

　
　
　
　
　
　
（
ト
マ
ト
は
少
雨
地
帯

　
　
　
　
　
　
な
の
で
適
作
と
の
こ
と
）

o
年
間
収
入
　
千
二
百
万
円

o
経
　
費
濯
概
費
用
、

資
材
費
、

　
　
　
　
　
　
人
件
費
（
雇
用
二
～
三

　
　
　
　
　
　
人
）
、
そ
の
他

o
実
所
得
約
三
百
万
円

　
日
本
で
も
こ
の
く
ら
い
の
所
得
水
準

の
農
家
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
日

本
の
農
家
よ
り
か
な
り
ゆ
と
り
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
農

地
の
売
買
な
ど
自
由
で
何
の
規
制
も
な

く
、
医
師
な
ど
も
投
資
の
対
象
と
し
て

い
る
現
況
の
中
、
ど
こ
の
国
も
第
一
次
産

業
の
農
業
は
厳
し
い
立
場
に
あ
り
、
政

府
と
し
て
も
農
政
に
対
し
し
っ
か
り
考

え
て
手
を
打
た
な
い
と
近
い
将
来
、
農

業
の
担
い
手
は
無
く
な
り
、
必
ず
食
料

の
危
機
が
到
来
す
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
各
国
共
通
の

課
題
で
あ
る
と
痛
感
し
た
。

◎

平
成
七
年
度
荒
川
南
部
環
境
衛
生

一
部
事
務
組
合
職
員
採
用
試
験
案
内

　
◎
職
務
の
内
容
及
び
採
用
予
定
人
員

　
　
技
術
職
員
（
し
尿
処
理
施
設
の
運
転

　
　
管
理
業
務
）
　
一
名

　
◎
受
験
資
格

　
　
男
子
で
次
の
人
が
受
験
で
き
ま
す
。

　
　
昭
和
四
十
六
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

　
　
五
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

　
　
た
人
（
学
歴
不
問
）

　
◎
試
験
の
方
法

　
①
筆
記
試
験

　
●
教
養
試
験
…
高
等
学
校
卒
業
程
度
で
、

　
　
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識
及

　
　
び
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
の
筆
記

　
　
試
験
を
行
い
ま
す
。

　
●
作
文
試
験
…
主
と
し
て
公
務
員
と
し

　
　
て
必
要
な
作
文
能
力
に
つ
い
て
の
試

　
　
験

　
②
口
述
試
験

　
　
筆
記
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、
個
別

　
　
面
接
を
行
い
ま
す
。

　
◎
試
験
の
日
時
及
び
場
所

　
①
筆
記
試
験
…
平
成
八
年
一
月
二
十
一

　
　
日
（
日
）
午
前
十
時
（
受
付
は
午
前
、

　
　
九
時
三
十
分
）
　
荒
川
南
部
環
境
セ

　
　
ン
タ
ー
「
清
流
苑
」

　
②
口
述
試
験
…
筆
記
試
験
合
格
者
に
対

　
　
し
後
日
通
知
し
ま
す
。

　
③
合
否
の
発
表
…
合
格
者
に
つ
い
て
は

　
　
大
里
村
、
江
南
町
の
両
役
場
掲
示
場

　
　
　
●

◎◎肇◎　つO◆σ

　
に
掲
示
す
る
ほ
か
、
受
験
者
全
員
に

　
通
知
し
ま
す
。

◎
申
込
手
続
き

　
荒
川
南
部
環
境
衛
生
一
部
事
務
組
合

　
職
員
採
用
試
験
申
込
書
と
写
真
二
枚

　
（
最
近
六
ヶ
月
以
内
に
撮
影
、
上
半

　
身
脱
帽
正
面
向
き
の
縦
四
㎝
×
横
三

　
㎝
）
を
添
え
て
荒
川
南
部
環
境
セ
ン

　
タ
ー
「
清
流
苑
」
に
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
応
募
書
類
は
、
十
一
月
十
三
日
（
月
）

　
か
ら
交
付
し
ま
す
の
で
、
荒
川
南
部

　
環
境
セ
ン
タ
i
「
清
流
苑
」
に
請
求

　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
封
筒

　
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請

　
求
」
と
朱
書
き
し
、
返
信
用
切
手
一

　
三
〇
円
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
受
付
期
間

　
十
二
月
四
日
（
月
）
か
ら
十
二
月
八

　
日
（
金
）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

　
時
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
十
二

　
月
八
日
（
金
）
ま
で
の
消
印
と
し
ま

　
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
荒
川
南
部
環
境
セ
ン
タ
ー
「
清
流
苑
」

　
大
里
郡
大
里
村
大
字
箕
輪
八
〇
七
番

　
地

　
奮
〇
四
九
三
－
三
九
　
二
二
〇
三

（4）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

平
成
八
年
四
月
か
ら
の
　
　
　
　
　
圏
四

　
保
育
所
入
所
児
童
申
請
の
受
付
雁
圖

　保護者が働いていたり、病気などの理由で、家庭

において保育できない児童を対象に、来年4月から

保育所に入所希望されるかたの申請受付を次のとお

り実施します。

　申請に使用する入所申請書および勤務証明書の用

紙は、役場住民福祉課に用意してありますので、、早

めに用紙を取りに来て受付期間までに書類がそろう

よう準備してください。

※問い合わせ先　役場住民福祉課　智36－1521（内224）

●
入
所
申
請
資
格
（
入
所
で
き
る
児
童
）

　
保
護
者
が
昼
間
、
家
庭
の
内
外
で
家

事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
家
庭
内

で
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い
こ
と
。

・
保
護
者
が
出
産
の
前
後
お
よ
び
疾
病

の
状
態
に
あ
る
場
合
。

・
保
護
者
が
病
人
等
の
看
護
に
あ
た
っ

て
い
る
と
き
。

・
母
親
の
い
な
い
家
庭
。

・
家
庭
が
災
害
に
遭
い
、
復
旧
に
あ
た

っ
て
い
る
と
き
。

一継続児童について

　現在、保育所に入所している児童で、来年
4月以降も引き続き入所希望されるかたも、

新たに申請が必要となります。

一低年齢児について

　0歳児・1歳児の保育を希望されるかたは、
役場住民福祉課へご相談ください。

入所申請の目程及び受付場所等

江南保育所 町外の保育所

受
付
期
問

　12月18日（月）

午前9時～午後4時半
まで（但し、正午～午後
12時40分までは除く）。

12月4目（月）

　　　　～15日㈹
午前8時30分
　　　～午後5時まで

受
付
場
所

保健センター

（役場西の建物1階）
役場住民福祉課

保
育
時
問

開所：午前8時30分
閉所：午後5時
（土曜日は12時）

※送迎バス利用の場合
　はこの限りでない。

希望される保育所によ

り異なります。

保
育
料

　保育料は、児童の年齢・保護者の所得や資産
の状況などにより異なり、第1～第10階層に別
れています。

●
申
請
の
方
法

　
入
所
希
望
の
か
た
は
、
申
請
書
お
よ

び
必
要
な
書
類
を
作
成
し
、
左
表
の
日

程
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類

　
（
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
事
を
証
明

　
す
る
書
類
）

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る
た
め
申
請
す

　
る
か
た
は
在
職
・
内
職
・
自
営
証
明

　
書

②
保
護
者
が
疾
病
の
状
態
、
ま
た
は
疾

　
病
者
等
の
看
護
に
あ
た
る
場
合
は
、

　
医
師
の
診
断
書
・
身
体
障
害
者
手
帳

　
等

③
出
産
予
定
の
場
合
は
母
子
健
康
手
帳

●
申
請
日
以
降
に
提
出
す
る
書
類

　
（
保
育
料
認
定
の
た
め
の
書
類
）

O
給
与
所
得
者
の
か
た
は
、
平
成
7
年

度
分
源
泉
徴
収
票
（
提
出
期
限
二
月
二
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
場
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
る
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
す
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
生
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
発
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
請
が
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
ル
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ブ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
ラ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
両
卜
請

　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
の
ら
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
園
か
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
稚
係
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
幼
関
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
と
の
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
所
員
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
育
定
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
保
。
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
ま

　
　
●

○
確
定
申
告
の
か
た
は
、
平
成
七
年
分

確
定
申
告
書
の
控
（
提
出
期
限
三
月
十

五
日
）

O
平
成
七
年
一
月
一
日
以
降
に
江
南
町

に
転
入
さ
れ
た
か
た
は
、
平
成
七
年
度

市
町
村
民
税
お
よ
び
固
定
資
産
税
の
課

税
証
明
書
、
ま
た
は
非
課
税
証
明
書
。

（
旧
住
所
地
の
市
町
村
役
場
か
ら
お
取

り
く
だ
さ
い
）

　
こ
れ
ら
の
書
類
は
入
所
児
童
の
扶
養

義
務
者
全
貝
（
父
・
母
・
祖
父
母
）
に

つ
い
て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

O
保
育
所
の
入
所
決
定
は
、
申
し
込
み

順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
入
所
の
決
定
は
2
月
末
ご
ろ
に
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
申
請
の
内
容
に
著
し
い
虚
偽
が
認
め

ら
れ
た
場
合
は
、
入
所
の
決
定
が
取
り

消
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
こ
の
ほ
か
、
三
歳
未
満
の
乳
幼
児
を

対
象
と
し
、
町
で
認
定
し
た
家
庭
保
育

室
が
町
内
に
一
ヶ
所
あ
り
ま
す
。

　
江
南
幼
保
園
　
代
表
　
小
林
と
志
子

　
　
　
住
所
　
押
切
二
五
六
〇
ー
二
一
二

　
　
　
電
話
　
三
六
－
八
五
九
七

※
な
お
、
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
直

接
家
庭
保
育
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事店または、

当番の指定工事店へ

お願いしてください。

11月の当番日 指定工事店名 電話番号

1　・　6　　・11　・　16　。21　・26 ㈲松　本　設　備 36－5177

2　・　7　・12・17・22・27 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

3　・　8　・13・18・23・28 ㈱光　栄　建　設 36－1052

4　・　9　・14・19・24・29 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

5　・10　・15　・20・25　・30 ㈲笠原設備工業所 36－3662

（5）
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鐵鶴鰯繍 懸　歴

9月25日　南小学校 9月26日　北小学校

9月28日中学校

　　　、懸繍

●灘
蟻難　
　　藩離黙「

10月7日幼稚園

いいものみつけた

↓
σ
二
〇
ω

▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽ム▽△▽△帖▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△％▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽ム▽△▽△▽△▽ム▽△▽ム▽△▽△▽ム▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△％▽△▽△▽ム▽△▽△▽△▽▲▽△▽△▽△▽△▽ム▽

万歩計による日本一周達成
町では70歳到達者に医療受給者証・健

康手帳と一緒に万歩計と記録カードを交
付し、健康づくりを推進しています。

今年度は2人のかたが達成され、9月
28日に町長よセ）賞状と記念品が贈られま

した。福田貞治さん（成沢）は男性で2

人目になり、2年11ヶ月と21日間、1日平
均約6km、また、反町ひめさん（上新田）

は女性では最初の達成者で、3年11ヶ月

と8日間、1日平均約4kmを歩きました。
これからも決して無理をしないで、事

故やケガのないように歩く健康づくりを

楽しんでください。



ω
〇
五
〇
↑

トビツワス

欝灘縫鰯，

身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

諏
》

　
饗

10月10日
軌　　燃

｝
じ

葵
5

響
・

町民体育祭
　　側

．鑛翻．．

議
鱒

夢

’羅

爵臨響勲　

おとしよりの自転車教室

　9月25日（月）晴天の中、おとしよりの自

転車教室が運動公園で行われました。

当日は各字から54名の人が参加し、警

察官、交通安全推進委員、交通指導員、

左右や後方の安全確認などを怠らず、

事故にあわないよう心掛けましょう。



●
骨
が
も
ろ
く
な
る
典
型
的
な
老
人
病

　
骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
　
「
骨
量
が
減

少
し
て
骨
折
を
起
こ
し
や
す
い
状
態
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、

大
根
に
「
す
」
が
入
っ
た
よ
う
に
、
骨

が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

特
に
、
妊
娠
、
出
産
、
授
乳
に
カ
ル
シ

ウ
ム
が
多
く
必
要
な
た
め
、
体
内
の
カ

ル
シ
ウ
ム
が
不
足
し
が
ち
な
女
性
に
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
四
十
歳
代
で
す
で
に

数
軒
の
人
が
か
か
っ
て
お
り
、
五
十
歳

を
越
え
た
頃
か
ら
急
に
多
く
な
り
ま
す
。

骨粗髪症の有病率

％
7
0
6
5
4
3
2

　　’　40－45－50－55－60－65－70－75－80一（歳）

特に女性は40代・50代を迎えたら要注意！

六
十
歳
代
で
は
約
四
十
響
、
七
十
歳
代

で
は
五
十
軒
の
女
性
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。　

ま
た
、
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と
、

簡
単
に
骨
折
し
ま
す
。
特
に
大
腿
骨
の

骨
折
は
、
そ
の
ま
ま
寝
た
き
り
に
つ
な

が
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

背
骨
が
つ
ぶ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
背
中

や
腰
が
曲
が
り
ま
す
。

●
骨
粗
し
ょ
う
症
の
原
因

ー
カ
ル
シ
ウ
ム
そ
の
も
の
の
不
足

2
カ
ル
シ
ウ
ム
の
代
謝
を
調
整
す
る
ホ

　
ル
モ
ン
の
異
常

3
加
齢
（
年
を
と
る
こ
と
）

4
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
欠
乏
（
閉
経
や
無

月
経
な
ど
）

5
遺
伝
的
、
体
質
的
な
も
の

●
骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

ー
カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
と
る

2
運
動
を
す
る

3
骨
量
を
減
少
さ
せ
る
喫
煙
、
ア
ル
コ

　
ー
ル
、
カ
フ
ェ
イ
ン
の
摂
取
を
控
え

　
る

4
日
光
に
よ
く
あ
た
る
（
骨
の
カ
ル
シ

　
ウ
ム
量
を
増
や
す
働
き
が
あ
る
）

　
骨
密
度
測
定
を
実
施

　
町
で
は
十
一
月
十
九
日
（
日
）
に
開
催

さ
れ
る
健
康
ま
つ
り
に
お
い
て
、
骨
密

度
測
定
を
実
施
し
ま
す
。
関
心
を
お
持

ち
の
人
は
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
先
着
五
十
名
程
度
で
女
性

の
人
に
限
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
）

　
九
月
二
十
三
日
、
第
七
回
町
民
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
運
動
公
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
後
六
時
半
か
ら
競
技
を

開
始
、
個
人
戦
と
合
わ
せ
て
団
体
戦
も

行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
七
十
五
名
の
参
加
が
あ
り

初
秋
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
皆
、
思
い
思

い
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　
上
位
の
結
果
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
。
　
（
敬
称
略
）

　
　
※
競
技
は
、
十
六
ホ
ー
ル

▽
個
人
戦
國
般
男
子
の
部
（
ス
コ
ア
）

　
優
　
勝
　
池
田
　
隆
好
　
4
5

　
準
優
勝
　
小
松
原
高
夫
　
4
8

　
三
位
鎌
塚
勘
一
4
8

▽
個
人
戦
一
般
女
子
の
部

　
優
勝
大
沢
と
く
子
42

　
準
優
勝
　
持
田
　
初
江
　
4
6

　
三
　
位
　
坂
田
　
梅
子
　
4
7

▽
団
体
戦
の
部

　
優
　
勝
　
樋
春
南
B

　
準
優
勝
　
樋
春
南
A

　
三
位
樋
春
南
D

※
同
ス
コ
ア
は
、
年
齢
上
位
者
優
先

（8）



あなたもノウセシ体験セノ

ンタ

小・中の生徒のみなさん、一般町民のみなさん、この秋に農業体験をしてみませんか／

当日は、ワクワクの「サツマイモ掘り」、ホクホクの「焼イモづくり」、トラクター

の体験乗車、牛の写生大会などの楽しい企画を考えております。ふるってこ参加くだ

さい。色づくケヤキ並木の向こうで、自然タップリ気持ちユッタリ、おなかイッパイ

の農業教育センターの秋をお楽しみください。

　　　　　期日　平成7年11月14日σ℃　午前10時から午後3時まで

　　　　　場所　江南町御正新田1355－1

　　　　　　　　埼玉県立農業教育センター　費36－1586

　　　　　追伸　おイモには限りがありますのでお早めにお越しください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔………小雨決行します。………）

通交

高
崎
線
熊
谷
駅
か
ら
東
武
バ
ス
小
川
町
行
き

・
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
行
き

八
高
線
・
東
武
東
上
線
小
川
町
駅
か
ら
東
武

バ
ス
熊
谷
駅
行
き

　
　
　
　
　
農
業
教
育
セ
ン
タ
i
前
下
車

ヤ

駕

　　　　　　　　鞠》剖織許

菱
警 ヲー弊

庵
葭

鍛
罐

　
ノ

　
目

　
タ

　
ン

　
セ

　
育

　
教

　
業

　
農

画
〆

　
十
月
十
日
、
第
二
十
九
回
町
民
体
育

祭
が
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
日
和
り
の
下
で

盛
大
に
行
わ
れ
、
楽
し
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
各
競
技
種
目
の
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
國
O
O
m
競
走
（
一
位
）
タ
イ
ム
（
秒
）

　
中
学
生
男
子
　
飯
島
　
鋭
　
1
3
・
4
1

　
一
般
男
子
　
　
矢
部
　
守
　
1
2
・
8
8

▽
五
〇
m
競
走
（
一
位
）
タ
イ
ム
（
秒
）

　
一
般
女
子
　
サ
マ
ン
サ

　
　
　
　
メ
ッ
ク
ロ
リ
ー
　
　
8
・
1
5

50

歳
以
上
男
子
大
島
・
正
巳
7
・
59

▽
一
〇
〇
〇
m
競
走
（
一
～
三
位
）

小
学
生
男
子

　
一
位

　
二
位

　
三
位

小
学
生
女
子

　
一
位

　
一
一
位

　
三
位

松長梅
岡倉津
　　　タ
優睦允イ
　　　ム

333（　・・分
444338）

若
林
か
お
り
3
・
5
5

岡
部
奈
津
子
3
・
5
8

永
倉
　
美
香
4
・
㎝

▽
口
五
〇
〇
m
競
走
（
一
～
三
位
）

中
学
生
男
子

　
一
位
　
　
鎌
塚
匡
史
5
・
2
1

　
二
位
　
　
　
大
塚
　
章
仁
5
・
2
2

　
三
位
　
　
　
木
村
　
力
　
5
・
2
5

一
般
男
子

　
一
位

二
位

三
位

内
田
　
努
　
4
・
5
4

太
田
　
謙
一
5
・
0
0

神
谷
　
友
一
5
・
1
9

▽
字
別
ム
カ
デ
競
争

　
一
位
　
成
沢

　
二
位
　
パ
ー
ク
シ
テ
ィ

　
三
位
　
塩

　　▽　　字三二一別
位仕位綱
　　引小板須き
江井賀
川　広

▽
字
別
玉
入
れ

　
　
一
位
　
板
井

　
二
位
　
成
沢

　
三
位
樋
春
北

▽
女
子
字
別
リ
レ
ー
（
四
人
タ
イ
ム
分
）

　
一
位
　
中
央
　
　
　
1
・
0
6
・
9
8

　
二
位
　
パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
・
0
8
・
OO

　
三
位
　
野
原
　
　
　
1
・
0
8
・
5
1

▽
男
子
字
別
リ
レ
ー
（
六
人
タ
イ
ム
分
）

　
一
位
　
三
本

　
一
】
位
　
板
井

　
三
位
　
成
沢

▽
総
合
成
績
（
得
点
）

五四三準優
　　　優
位位位勝勝

中三パ成板
央本1沢井

1　1　1

292828

619269

2627
占　占

パ
ー
ク
シ
テ
ィ
ー
9
点

三
本
　
　
　
　
1
8
点

中
央
　
　
　
　
1
6
点

（9）



闘■嗣顧9、ヲ袖ノ

　　取引業協会　事業1課
　　浦和市鹿手袋4－1ご7

　　費048－866－4061

圖　回　囮
　任意加入は70歳まで

　　　国民年金の老齢基礎年金を受ける

　　には、次の期間を合わせて、最低で

　　も原則25年以上必要です。

　　　1．保険料を納めた期間

　　　2．免除を受けた期間
　　　3．任意加入できたがしなかった

　　　　　期間
　　　4．厚生年金保険や共済組合の期

　　　　　間
　　　5．第3号被保険者の期間
　　　これまで65歳になるまで加入して

　　も、25年に満たなかった人は、無年

　　金者になってしまいました。しかし

●
　　このような無年金者をなくすため、

　　65歳以上70歳未満の任意加入期間の

　　特例ができました。

　　☆加入対象者
　　　　昭和30年4月1日以前に生まれ

　　　　た人
　　☆任意加入することができる期間

　　　　65歳以上70歳未満の期間で25年

　　　　を満たすまで

　　☆手続き
　　　　役場　住民福祉課　年金係

子どもの人権専門委員

　の設置について

近年、「いじめ」は、再び増加す

る傾向にあり、その内容も陰湿・執

拗化が指摘され、不登校児問題や体

罰問題もあとを絶たず、子どもをめ

ぐる人権問題が大きな社会問題とな

っております。

　そこで、子どもをめぐる人権問題

に適切に対処するため法務省人権擁

護局では、人権擁護委員の中から子

どもの人権問題を主体的、重点的に

取扱う「子どもの人権専門委員」を

指名し、次代を担う子どもの人権を

積極的に擁護することになりました。

　浦和地方法務局熊谷支局管内では、

下記の3名が専門委員に指名されま

したので、お知らせします。

　また、子どもや保護者から、より

幅広く相談を受け、子どもの人権問

題に対処するため、「子どもの110番」

（1厭048－863－6194）を
開設したのでご利用ください。

　　　　　　記
　神田武雄

　　　行田市富士見町1－9－4

　　　歪聖56－5411
　木部殖夫

　　　寄居町大字寄居981

　　　麿81－0909
　大野福治

　　　岡部町大字岡2646－4
　　　費85－3581

悪徳商法からお年寄りを守ろう

　訪問販売や通信販売、電話勧誘な

ど様々な方法で、高齢者に粗悪な商

品を高額で売り付けたり、不用品を

買わせたりする悪徳商法が後を絶ち

ません。

　最近、熊谷市内及び周辺地域にお

いて、留守番のお年寄りを狙いトイ

レファンを高額で売り付ける悪徳業

者が出没していますので、被害に遭

わないようご注意ください。

　悪徳業者が来た場合は、ハッキリ

と断る勇気を持ち、速やかに110番

通報をお願いします。

年末調整等説明会の開催

　年末調整は、給与から源泉徴収し

た税額と、その年の給与総額を基に

計算した年税額を精算する大切な手

続きです。

　この手続きを間違いなく行ってい

ただくため、年末調整等説明会を開

催しますので、ご出席ください。

日時11月15日㈱午前10時より
　　　　　　　　　午後2時より
場　所　熊谷会館

訓練非常招集と火災防ぎょ

　　演習のお知らせ

　江南消防団員及び消防職員による

訓練非常招集が次のとおり行われま
す。

日　時　11月12日（日）午前7時30分

　　　から午前8時まで
場所江南町大字小江川1881
　　　江南南小学校
　なお、当日は消防団員を招集する

ためのサイレンを鳴らしますが、火

災と問違わないようお願いします。

ヨ
8
『
ヨ
催
曇
0
5

葛
の
つ
る
廃
車
一
山
巻
き
込
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
谷
　
ま
つ

散
策
の
歩
に
こ
ぼ
れ
来
る
萩
の
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
和
子

一
株
の
尾
花
の
な
び
く
駐
車
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
マ
ツ
エ

コ
リ
ー
犬
散
歩
し
て
い
る
芒
晴
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
沢
　
直
江

こ
ぼ
れ
萩
仏
の
肩
に
膝
に
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢
田
乃
芙
子

大
い
な
る
夕
陽
に
な
び
く
芒
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

こ
ぼ
れ
萩
掃
き
集
め
て
も
捨
て
が
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
　
育
子

は
に
か
み
の
紅
さ
し
初
む
る
庭
の
萩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
と
よ

娘
に
は
言
へ
る
我
が
儘
葛
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
道
子

鐘
の
音
が
響
く
秩
父
路
七
草
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
文
三
郎

こ
ぼ
れ
萩
連
ら
な
る
彼
方
好
文
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
部
　
正
次

愛
猫
を
葬
り
し
野
辺
萩
赤
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
孫
一

主
な
き
庭
に
淋
し
き
白
桔
梗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
子

母
の
忌
や
供
華
一
輪
の
白
桔
梗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
ひ
さ

俳
句
会
⑭

ε
う
存
畠

た
づ
ね
来
し
尾
花
の
光
る
峡
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
文
恵

女
郎
花
素
朴
に
山
路
飾
り
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
慎
治
郎

咲
き
初
め
し
秋
七
草
の
寺
巡
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
久
枝

山
一
つ
覆
へ
ど
葛
の
花
見
へ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
森
　
清
次

あ
づ
ま
や
に
た
た
ず
み
眺
む
萩
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
岡
　
牧
子

白
萩
や
父
の
命
日
偲
ぶ
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
山
　
芳
久

秩
父
路
に
秋
の
七
草
摘
む
乙
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
津
千
代

朝
雨
に
咲
き
乱
れ
お
り
萩
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
益
次
郎

山
の
宿
桔
梗
静
か
に
待
ち
居
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
井
　
政
男

（10）



▼璽圃甲翼’、ツ』ノ

］回圖
良生徒募集

，年4月2日～昭和56

1日生まれの男子

年11月1日㈹～平成
月4日㈱まで

年1月6日仕）
15万円（衣食住無料〉

の教育終了時高卒の

得られます

熊谷募集事務所

4855

教育相談室

1題について相談に応

密は守りますので安

ださい。

して毎週水曜日●
教育委員会

1521　内線237

引無料相談所

，日休）・15日團

1時～午後3時

18階カトレアホール前

取引に係る一般相談

般消費者

團
難
朝
繍
識
講
騨
圏
繭
魏
灘
騨
醗
轍
灘
黙
鑑
縄

　
　
　
　
　
　
　
　
●
●
　
　
　
　
江
上
ま
ご

圖
格
付
験
欝
離
團
鞘
要
駕

　
　
　
　
資
　
受
　
試
待
　
　
問
　
　
　
　
　
　
じ
心
相
申

民
日
す
川
農
タ
岩
目
健
れ
ま
て
を
日
時
祉
醒
和
P
徳
大

幣
聴
謬
徽
舛
、
紅
堰
概
噸
煮
夢

一
毎
行
大
埼
興
回
青
は
開
ど
こ
n
午
勤
照
林
埼
東
「

　
　
　
　
　
　
3
は
で
を
を
で

象
付
　
せ
　
　
　
－
月
町
会
も
中
時
　
所
師
　
　
題

　
　
　
合
　

第
n
。
演
ど
の

対
受
　
問
　
　
　
　
　
す
講
子
話
日
　
場
講
　
　
演

、税務署担当官、埼

当職員、協会相談担

人　埼玉県宅地建物

動

不
時
所
容
象
謂
　
舘

　
日
　
場
内
対
費
相
　
　
問

受　付　毎月1日午前8時30分から

　　行います。
問合せ　大里郡川本町本田5768－1

　　埼玉県農林公園内・植物振
　　興センター分室台83－2841

第13回「教育講演会」開催

11月は青少年健全育成強調月間で

す。町では、これにあわせ、今年も

講演会を開催します。家庭・地域で

子どもをどう育てるか…。感動ある

話の中でこの答を見つけてください。

日時11月11日（土）

　　午後1時30分開演
場所勲労鐘鮎センター講習室

講師林芳和氏
　　埼玉県P　T　A連合会講師

　　東京成徳短大深谷高校講師
演題「今、大人が問われて

　　　　　いること」
費用無料
第45回埼玉県文化創作展開催

働く人々とその家族が、余暇を利

用して創作した作品を展示します。

お気軽にご来場ください。

種目絵画、写真、書、彫塑・工

　　芸、俳句、短歌、川柳
日時11月23日㈲～27日（月）

　　午前9時～午後4時
　　ただし27日（月）は正午まで

場　所　埼玉会館第1～3展示室
問合せ　（財）埼玉県勤労者福祉事業団

　　費048－832－8841

圖固圃囮
　農林学級（11月）

開催日 内　　　　　容 時　間

5日（日） 木工熊の型抜き　㊨ 10100
5日（日） 木工熊の型抜き　㊨ 13：冒30

15日圃 パン作り　（∋ 10：00

17日團 木工工作入門教室e 10：00

5 （道具の使い方から ～

18日仕） いす作りまで〉 16：00

19日（日） 野菜の収穫㊧ 10：00

22日困 ヤマトイモの料理e 10：00

25日仕） 野菜の収穫㊧ 10：00

25日仕） 木工鍋敷作り　㊨ 10＝00

25日仕） 木工鍋敷作り　㊨ 13：30

26日（日） 木工工作室開放日　e 10：00

29日㈱ きのこ料理e 10：00

　
学

　
小

　
＝

　
①
　
所

　
、
　
務

　
子
　
事

　
親
般
理

　
生
一
管
㎝

　
学
＝
園
23

料
小
e
公
一

　
一
一
、
林
8
3

無
⑳
生
農
a

用
象
　
・
せ

　
　
　
付
合

費
対
　
受
問

‘
O
篇
6
E
』
0
』
昼
≦

花き園芸講座（11月）

開催日 内　　　　　容 費　用

13日（月） よい土づくりと上手 無　　料

な肥料の使い方

15日㈱ 松柏盆栽の手入れ 無　　料

17日働 ハーブの利用法 無　　料

20日（月） 家庭果樹の植え付け 無　　料

とせん定

22日㈱ 冬に向かっての庭木 無　　料

の手入れ

30日休） シタラメンを楽しむ 1，000円

※時間は、午後1時30分

お
誕
生
お
め
で
と
う

九
月
中
届
出

三
本

　
　
　
ま
な
み

大
久
保
愛
美

樋
春

千　小　野
　野江石　滝
代口川黒原田

聯
加

襟
隣

（
敬
称
略
）

（
）
保
護
者

女
子
　
　
（
仁
）

女
子
　
　
（
正
仁
）

男
子
　
　
（
清
則
）

り
　
か

里
伽
　
女
子
　
　
　
（
春
海
）

　
　
　
ゆ
う
き

尾
野
村
有
紀
　
女
子
　
　
（
有
洋
）

　
　
　
ま
　
み

円
城
寺
麻
美
　
女
子
　
　
（
幸
一
）

中
央

　
　
こ
う
た
ろ
う

根
岸
浩
太
郎
　
男
子
　
　
　
（
浩
介
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

九
月
中
届
出

嶋
田
秀
好

田
邊
美
佐
子

大石高橋滝
木川橋本田

セ
り

ハ
ツ

正
吉

タ
ケ

コ
ト

88　79　70　73　87　31　80

歳歳歳歳歳歳歳

　　　　　　　　中野須御樋押成敬
　　加正　　　称
　　貝新　　　略
央原広田春切沢）

平成7年　救急車出動状況町民のうごき
救急出動状況 9　月 累　計

交　　　　　　　通 4件 48件

一　般　　負　傷 1件 15件

急　　　　　　病 9件 118件
そ　　　の　　　他 1件 23件

合　　　　　　　計 15件 204件

10月1日現在

人口　12，434人　　一4

男　　6，125人　　＋7

女6，309人一11
世帯　3，669世帯　＋2

12，440

12，430

12，420

人／戸

3，660

3，640

3，620
7月　8月　9月　10月

（11）



　　　　しゅん　　すけ

高橋駿介ちゃん魯
　平成6年12月10日生

両親臨黙御正新，

　ハイハイの速さだったら

誰にも負けないよ！でも、

本当は抱っこが大好きなボ

クです。元気で思いやりの

ある子に育ってネ！

　　　　あん　　な
福　田　杏奈ちゃん＠
　平成6年11月2日生

両親｛空ゆ隷成沢

　ハィハイが上手になりお

風呂の中では手で水をピチ

ャピチャするのが好きです。

これからも健康で優しい子

に育って欲しいと思います。

　　　　かず　　　き

杉田冬稀ちゃん㊥
　平成6年11月29日生

両親｛慧究押切

　甘えん坊でいたずら大好

きの冬稀。パパとママを手

こずらせる毎日です。

　元気で明るい素直な子に

育ってほしい。

　　　　た　き　と
岡　部　太輝人ちゃん㊥

　平成6年12月30日生

両親｛蓋颪小江，，、

　いつも元気な太輝人です。

うれしいことがあると手ば

たきしたり独特な笑いで家

族の人気者です。元気で素

直な子に育ってほしいです。

我
が
家
の
生
産
物
を

使
っ
た
自
慢
料
理

大
根
の
そ
ぼ
ろ
煮

笠
原
順
子
さ
ん
（
成
沢
坂
上
）

▼
材
　
料

大
根
…
・
…
　
　
…
一
本

鶏
挽
肉
…
…
…

醤
油
…
…
…

　
酉
：
’
：
　
。

　
㌧
》
寸砂

糖
…
…
…
・

　
ゆ
ず
又
は
生
姜
：

距
蝦

礎、

蝦
箇
静

（
一
㎏
位
）

：
一
〇
〇
g

…
一
〇
〇
㏄

…
一
〇
〇
㏄

…
大
さ
じ
二

　
　
…
少
々

▼
作
り
方

①
大
根
は
四
～
五
㎝
位
の
輪
切
に
し
て

　
皮
を
む
き
ま
す
。

　
米
の
と
ぎ
汁
等
で
や
わ
ら
か
く
な
る

　
ま
で
ゆ
が
き
ま
す
。

②
ゆ
が
い
た
大
根
は
水
で
き
れ
い
に
洗

　
い
ま
す
。

③
な
べ
に
醤
油
、
酒
、
砂
糖
を
入
れ
火

　
に
か
け
ま
す
。
砂
糖
が
溶
け
た
ら
、

　
鶏
挽
肉
を
入
れ
良
く
ほ
ぐ
し
ま
す
。

　
煮
立
て
て
ア
ク
を
取
り
ま
す
。

④
③
に
大
根
を
平
に
並
べ
ま
す
。
落
し

　
ぶ
た
を
し
中
火
で
ゆ
っ
く
り
煮
ま
す
。

⑤
ゆ
ず
又
は
生
姜
を
千
切
に
し
ま
す
。

⑥
色
が
変
っ
て
味
が
し
み
て
き
た
ら
火

　
を
と
め
ま
す
。

⑦
大
根
が
さ
め
た
ら
器
に
盛
り
付
け
⑤

　
を
乗
せ
ま
す
。

㊧
他
の
挽
肉
で
煮
る
と
、
く
さ
味
が
出

　
る
の
で
、
［
か
な
ら
ず
鶏
挽
肉
を
使
う

　
の
が
お
い
し
く
煮
偽
コ
ツ
で
す
。

　
　
●

　
　
　
　
　
　
た
ま

　
か
ざ
す
手
の
珠
美
し
や
塗
り
火
鉢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
さ
じ
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
杉
田
　
久
女

　
美
し
い
指
輪
を
は
め
た
手
と
、
塗
り

火
鉢
と
の
醸
し
出
す
風
情
が
目
に
浮
か

び
ま
す
。
ま
た
、
あ
か
ぎ
れ
や
霜
焼
け

の
手
を
火
鉢
に
か
ざ
す
の
も
、
い
ま
と

な
っ
て
は
昔
懐
し
い
風
情
で
す
。

　
ま
き
を
燃
や
す
囲
炉
裏
と
違
っ
て
炎

も
煙
も
な
く
、
し
か
も
灰
を
使
う
こ
と

で
火
力
の
調
節
も
簡
単
な
火
鉢
は
、
日

本
の
生
活
様
式
に
あ
っ
た
重
宝
な
も
の

で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
火
鉢
よ

り
便
利
な
暖
房
機
器
が
発
達
し
た
こ
と

と
、
家
屋
の
洋
風
化
が
進
み
、
木
炭
の

一
酸
化
炭
素
中
毒
の
心
配
な
ど
も
あ
っ

て
、
火
鉢
は
徐
々
に
そ
の
姿
を
消
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
火
鉢
は
陶
製
や
金
属
製
な
ど
の
ほ
か

に
、
木
製
の
塗
り
火
鉢
や
絵
火
鉢
、
木

の
根
を
生
か
し
た
工
芸
的
な
も
の
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
最
近
で
は
工
芸

品
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
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訂
　
正

　
先
月
の
広
報
十
月
号
の
す
こ
や
か

さ
ん
の
中
で
紹
介
し
た
田
尻
裕
美
ち

ゃ
ん
の
お
母
さ
ん
李
股
珠
さ
ん
の
氏

名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
訂
正
し
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。




